
情報発信について
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復興まちづくり情報を届ける情報発信計画
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まちの内外に届く情報発信のための取組内容
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広報ひとよし

広報ひとよし紙面での継続した進捗情報の展開
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パンフレット配布による周知

市内各所での設置配布や
人吉新聞への折り込みも実施
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スマホからも閲覧できるオンライン周知（ litlink）
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スマホやPCからも閲覧できるデジタル閲覧機能の活用

▼スマホ版 ▶PC版
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公式４種類の SNSを運用 ▶Litlink
（公式サイトリンク可）

 ▶Instagram
（共同配信可、 710フォロー）
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◀X（456フォロー）
▼note（記事配信可、89フォロー）
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動画にて担い手インタビュー配信 （YouTube、Instagram)

①駅前写真展 ②中川原公園開放

③ひとはこ図書館 ④滞留空間設置 ⑤ベンチワークショップ ⑥わくわく川遊び ⑦熊本人吉まちの編集室

⑧中川原公園に泊まろう！ ⑨球磨焼酎オクトーバーフェスト ⑩球磨川マルシェ ⑪Rural Act ‘25 ⑫人吉城跡周辺の散策路設
置

⑬城見デッキ・城見櫓設置 ⑭人吉あかりの社会実験 ⑮おおはしひろば ⑯球磨川テラス ⑰妖漫画館 9



プレスリリース配信による記者クラブ  12社との連携

　　　　　　　　　➕
個別メディアへのプレスリリース配信

20媒体以上、 50件以上の掲載
NHK 熊本日日新聞、人吉新聞、毎日新聞、西日本新聞、読売オンライン、Yahoo!ニュース、 FNNプライムオンライン、 
Deal Magazine、 熊本おでかけ情報、 駅探LOCAL、オールクマモト、 SPICE（イープラス）
熊本県観光サイト、 Festival Lifem、 TKU熊本、 福岡ふかぼりメディア「ささっとー」
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まちの担い手（企画実施者）による発信
社会実験におけるイベント告知は、実施チームによるチラシ作成と配布が行われた
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公式アカウント、社会実験に取り組み担い手、来

場者や来街者が双方にSNS機能を使うことで市

民参加型で発信。一部紹介。

SNS上での担い手と市民、来街者による発信
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人吉のまちについての継続した発信活動を行い、読者としての

ファンを持つ市民型メディア３媒体を編集員として任命。復興ま

ちづくりの情報発信にて連携を行う。

▼委嘱を受けた３媒体⚫さるかんね？人吉球磨（ web）

観光・体験・まち歩きの入り口になる、人吉

球磨のおでかけガイド。⚫人吉球磨めし（ Instagram）

ごはんがおいしいまち人吉球磨の “今日食

べたい”を届ける食特化アカウント。⚫人吉球磨チャンネル（ web）

人吉球磨の「いま」を深掘りするストーリーメ

ディア。

市民型メディア３媒体を編集員に任命
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第５回＠ 立山ギャラリー

第１回 @まちなかサードプレイス

第２回 @くまりば 第３回 @立山商店 第4回 @青井阿蘇神社周辺空間

R７年度は全５回にて「まちの編集室」を開催

し、編集室メンバーへの、復興まちづくりの取組

や進捗を共有。共有を行うことで、より具体的

情報の発信連携につとめるとともに、まちの人

にとって等身大でわかりやすい情報の発信に

取り組んだ。

「まちの編集室」を開催
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「まちの編集室」 のまちづくり取材
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編集員による発信
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まちなかシェアサイクル広報企画

Litlink

X

Instagram

note

noteへ記事連動

google map
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まちなかシェアサイクル広報企画

▼まちの編集室の紹介投稿（ Xより引用）
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